
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
於
け
る
漢
字

表
記
譜
の
よ
み
と
意
味
に
つ
い
て

ー
　
　
「
心
　
地
」
　
を
　
中
　
心
　
に
　
ー

「
は
じ
め
に

『
延
慶
太
平
家
物
語
』
は
「
所
謂
和
漢
泥
清
文
の
上
乗
な
る
も
の
で
」
、
「
そ

の
よ
く
漢
語
を
用
ゐ
て
国
文
に
調
和
せ
し
め
た
る
伎
偶
は
わ
が
文
章
史
上
に
於

け
る
偉
観
な
り
」
と
、
山
田
孝
雄
博
士
著
の
『
平
家
物
語
』
の
序
説
で
、
評
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
多
種
多
様
の
漢
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
漢
語
に

（1）

関
し
て
、
い
ま
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
な
お
研
究
を
要
す
る
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
漢

字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
語
は
果
し
て
漢
語
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
を
如
何

に
読
む
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
延
経
本
平
家
物
語
』
の
研
究
に

於
い
て
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
出
来
な
い
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
小
論
で
取
り

上
げ
た
漢
字
表
記
譜
「
心
地
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
『
延
鹿
本
平
家
物
語
』

か
ら
合
せ
て
8
4
例
（
『
心
地
観
経
』
と
い
う
固
有
名
詞
の
「
心
地
」
二
例
を
除

く
）
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
「
心
地
」
が
検
出
で
き
た
が
、
そ
の
よ
み
を

判
明
で
き
る
仮
名
注
記
、
連
続
符
、
整
点
、
倍
音
表
記
な
ど
の
手
が
か
り
が
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
8
4
例
の
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
は
如
何
に
読
む
か
、

漢
語
と
認
定
さ
れ
得
る
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

蛮
　
　
　
　
　
竹
　
　
民

二
、
『
延
慶
太
平
家
物
語
』
に
於
け
る
漢
字
表
記

語
「
心
地
」
の
よ
み
に
つ
い
て

ま
ず
、
問
題
点
と
し
て
、
次
の
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
漢
字
表
記
語
「
心

地
」
を
例
示
し
て
、
そ
の
よ
み
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

の
冷
牛
木
芭
ヲ
行
時
ハ
九
品
ノ
鳥
居
ヲ
只
今
ト
ヲ
ル
思
ナ
シ
大
キ
ナ
ル
木
ノ
本
ニ

25

立
寄
テ
ハ
上
品
上
生
ノ
心
地
覆
心
門
ト
モ
観
念
ス
　
（
第
一
末
8
5
オ
⑲
）

シ

　

ヲ

　

ヘ

ニ

．

ク

　

ー

佃
丁
且
背
レ
世
之
憂
已
問
心
地
之
月
青
年
倍
l
老
之
契
不
具
ナ
ラ
夢
露
之
花

（
第
二
末
7
オ
④
）

糊
口
ヲ
鐙
ツ
、
思
食
沈
ミ
テ
供
御
モ
ハ
カ
〈
シ
ク
マ
ヒ
ラ
ス
御
寝
モ
打
解
テ
ナ

ラ
ス
常
ハ
御
心
矧
ナ
ヤ
マ
シ
ト
テ
夜
ノ
オ
ト
、
ニ
ノ
ミ
オ
ハ
シ
マ
セ
ハ

（
第
二
本
1
0
2
ウ
⑧
）

川
奈
文
語
畢
リ
ニ
ケ
レ
ハ
イ
ツ
ヨ
リ
モ
信
心
肝
二
銘
シ
五
鉢
－
1
汗
イ
ヨ
ク
チ
テ

穐
現
金
剛
景
子
ノ
御
影
響
忽
l
テ
ル
心
地
シ
テ
山
風
ス
コ
ク
吹
ヲ
ロ
シ
木

々
ノ
棉
モ
サ
タ
カ
ナ
ラ
ス
木
葉
カ
ツ
チ
リ
ケ
ル
ニ
　
（
第
二
末
9
1
オ
⑤
）

と
あ
る
。
右
の
四
例
の
漢
字
表
記
譜
「
心
地
」
は
い
ず
れ
も
「
コ
コ
チ
」
と
も

「
シ
ム
ヂ
」
と
も
読
む
可
能
性
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
一
体
「
コ
コ
チ
」
と

訓
よ
み
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
シ
ム
ヂ
」
と
音
よ
み
す
る
の
か
、
以
下
そ
れ



に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
古
辞
書
と
『
廷
臣
本
平
家
物
語
』
以
前
の
古
文
献
で
は
、
「
心
地
」

は
如
何
に
読
ま
れ
て
い
る
か
、
果
し
て
「
コ
コ
チ
」
と
「
シ
ム
ヂ
」
と
読
み
分

け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。

『
易
林
本
節
用
集
』

れ
る
。
そ
の
「
九
品
」
と
対
応
す
る
　
「
上
品
上
生
ノ
心
地
」
は
九
品
往
生
の
一

つ
で
、
極
楽
の
九
階
級
の
塁
高
級
の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
上
上
品
と
も
い

う
。
そ
れ
で
、
文
中
の
「
上
品
上
生
ノ
心
地
」
　
は
沸
教
用
語
と
考
え
て
支
障
が

な
か
ろ
う
。
俳
教
用
語
と
し
て
の
「
上
生
心
地
」
は
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
』

震
　
（
言
辞
血
◎
）
　
最
シ
ポ
ー
鮎

『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』

託
二
其
板
於
二
心
－
地
一

『
光
長
寺
宝
物
集
』
　
コ
1
1

昨
日
二
今
日
マ
サ
ル
心
チ
シ
ヲ
ヰ
ク
リ
ケ
ル
ニ

『
梅
沢
本
巣
花
物
語
』

い
き
て
身
な
か
ら
あ
ら
ぬ
こ
こ
地
せ
し
か
な

（
言
辞
2
1
6
①
）

（
十
一
巻
1
2
8
⑳
）

（
巻
一
2
1
①
）

（
五
3
0
⑧
）

如
来
ノ
勧
聖
へ
″
。
兜
軋
訂
軋
亦
を
ス
ル
。
ト
計
サ
セ
ム
血
判
心
地（

1
6
5
④
）

・
『
醍
醐
寺
蔵
探
更
法
華
験
記
』
（
畜
二
（
豊
年
加
点
）

即
（
ち
）
附
上
す
肇
等
食
す
然
（
り
）
虻
（
も
）
更
に
心
－
地
だ
損
（
は

れ
）
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
机
下
⑧
）

（
そ
の
点
図
に
依
れ
ば
「
心
－
地
」
に
付
い
て
い
る
合
符
は
訓
令
符
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
）

と
あ
る
。
右
の
示
す
が
如
く
、
古
辞
書
と
古
文
献
で
は
、
「
心
地
」
と
い
う
漢

字
表
記
譜
は
確
か
に
「
コ
コ
チ
」
と
「
シ
ム
ヂ
」
と
い
う
二
通
り
の
よ
み
が
存

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

で
は
、
『
廷
慶
本
平
家
物
語
』
の
「
心
地
」
は
ど
う
読
む
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
、
問
題
点
の
例
日
の
「
心
地
」
の
よ
み
を
検
討
し
て
み
た
い
。
悌
教
的
匂
い

が
漂
っ
て
い
る
文
脈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
文
中
の
「
上
品
上
生
ノ
心
地
」
は

「
九
口
巴
と
対
応
し
、
「
鳥
居
」
は
「
発
心
門
」
と
対
応
し
て
い
る
。
「
九
品
」

は
『
観
無
孟
寿
経
』
に
説
く
九
品
往
生
の
こ
と
を
い
う
。
併
教
用
語
と
考
え
ら

と
み
え
て
い
る
。
な
お
、
『
往
生
院
本
選
揮
本
殿
念
悌
集
』
に
も

兜
軋
西
方
二
教
住
減
前
臥
軋
謂
月
割
心
地
、
（
冊
④
）

と
あ
る
。
特
に
『
往
生
院
本
選
撞
本
願
念
悌
集
』
に
於
け
る
「
上
生
心
地
」
は

音
合
符
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ジ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
シ
ム
ヂ
」
と
音
よ
み
す
る

と
思
わ
れ
る
。
併
教
用
語
だ
か
ら
恐
ら
く
呉
音
よ
み
で
あ
ろ
う
。
呉
音
資
料
と

い
わ
れ
鐙
咽
瑠
経
音
訓
』
で
は
、
チ
ッ
チ

．
む
▲
ネ
ホ
シ
4
2
3
地
目
カ
梵
1
5
4
2

．
一
ナ
カ
コ
タ
イ
ヤ
ス
シ

と
な
る
。
「
心
地
」
の
呉
音
よ
み
は
「
シ
ム
ヂ
」
と
な
る
。
な
お
、
「
心
」
の

観
尾
は
『
新
訂
孤
鏡
』
の
示
す
よ
う
に
、

心
内
誓
三
十
八
開
探
捧
歯
音
四
等
平
．
皿

－

「
m
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
「
心
地
」
は
「
シ
ム
ヂ
」
と
呉
音
よ
み
す
る

こ
と
に
な
る
。
『
往
生
院
本
選
控
本
願
念
併
集
』
と
同
じ
係
数
用
語
と
し
て
の

『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
「
上
生
ノ
心
地
」
は
「
ジ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
ノ
シ
ム
ヂ
」
と

呉
音
よ
み
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
問
題
点
の
例
脚
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。
実
は
、
そ
の
例
は
と
ほ
ぼ
同
じ

文
脈
が
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
挙
げ
て
み
れ
ば
、

l
l
旦
背
）
世
之
を
已
撃
心
＝
昭
之
1
聖
平
年
倍
－
老
之
契
不
三
異
二
夢
路
之

タ
レ
ソ
ム
ク
ヘ
ノ
コ
シ

花
一
（
箪
串
－
務
l
卿
親
圭
家
l
皇
前
九
日
願
文
巻
1

4
2
8
1
⑭
）

26



と
あ
る
‥
両
者
の
成
立
時
代
か
ら
考
え
れ
ば
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
例
個

は
『
久
遠
寺
歳
本
朝
文
粋
』
を
出
典
と
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
『
延
慶
本
平
家

（2）

物
語
』
が
『
本
朝
文
粋
』
を
典
拠
七
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
巳
に
先
学
研
究
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
い
の
は
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文

粋
』
の
「
心
－
地
」
に
つ
い
て
い
る
音
合
符
の
こ
と
で
あ
る
。
『
久
遠
寺
蔵
本
朝

（3）

文
粋
』
に
使
用
さ
れ
る
音
合
符
に
関
し
て
、
そ
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
上
下

の
漢
字
の
ほ
ぼ
中
央
を
結
ぶ
音
合
符
は
漢
音
よ
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
上
下
の
漢
字
の
右
側
を
結
ぶ
音
合
符
は
呉
音
よ
み
を
表
わ
す
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
の

「
心
l
地
」
に
付
い
て
い
る
昔
合
符
は
「
心
」
と
「
地
」
の
ま
ん
中
に
位
置
す
る

た
め
、
漢
音
よ
み
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
心
地
」
の
漢
音
よ

み
に
つ
い
て
、
漢
音
資
料
と
い
わ
れ
る
『
長
承
本
毅
求
』
を
調
べ
る
と
、

シ

ム

　

　

　

　

　

　

　

チ

郭
奔
心
酔
（
⑩
）
　
長
房
縮
．
地
（
⑲
）
　
　
　
チ

の
如
く
、
「
シ
ム
チ
」
と
な
る
。
呉
音
よ
み
と
異
な
っ
て
「
地
」
が
濁
ら
な
い

よ
う
で
あ
る
。
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
を
典
拠
と
し
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ

る
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
の
例
は
の
「
心
地
」
は
「
シ
ム
チ
」
と
漢
音
よ
み
す

る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

次
に
問
題
点
の
例
川
を
考
え
て
み
ょ
う
。
文
脈
か
ら
み
れ
ば
、
例
の
相
と
違

っ
て
、
和
文
的
な
文
脈
で
あ
る
。
例
糊
の
「
心
地
ナ
ヤ
マ
シ
」
と
同
じ
表
現
が

『
梅
沢
本
巣
花
物
語
』
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

と
あ
る
。
右
の
三
例
の
示
す
よ
う
に
、
『
梅
沢
本
栄
花
物
語
』
の
漢
字
表
記
譜

「
心
地
」
が
「
コ
コ
チ
」
と
訓
よ
み
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
脈
を
も

考
え
合
せ
る
と
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
例
川
の
漢
字
表
記
譜
「
心
地
」
は

例
日
は
の
音
よ
み
と
異
な
っ
て
、
和
文
の
『
梅
沢
本
巣
花
物
語
』
と
同
様
、
「
コ

コ
チ
」
と
訓
よ
み
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

次
に
問
題
点
の
例
用
を
み
ょ
う
。
文
脈
と
し
て
は
例
糊
と
違
っ
て
仏
教
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
沸
教
的
文
脈
と
思
わ
れ
る
『
梅
沢
本
栄
花
物

語
』
で
は
、
「
心
地
シ
テ
」
と
い
う
表
現
が

か
の
楷
尊
入
城
の

こ
こ
ち
し
て
大
師
入
減
我
随
入
滅
と
怖
梵
波
捉
か
い
ひ
て

大
殿
の
御
こ
こ
ち
な
や
ま
し
う
お
は
し
た
れ
は
よ
ろ
つ
に
お
そ
ろ
し
き
に
て

（
三
2
9
①
）

十
二
月
に
な
り
ぬ
宮
の
御
心
朝
朝
刊
剖
u
う
お
は
さ
れ
て
　
　
（
七
3
⑳
）

こ
の
牛
は
と
け
な
に
と
な
ノ
、
心
笥
引
い
け
に
お
は
し
け
れ
は

（
二
十
五
9
⑳
）

水
に
な
り
て
な
か
れ
ん
心
地
す
る
人
い
と
お
は
か
り
　
　
　
　
（
三
3
4
⑲
）

の
よ
う
に
、
「
コ
コ
チ
」
と
訓
よ
み
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
延
慶
本
平
家

物
語
』
の
例
用
の
漢
字
表
記
譜
「
心
地
」
は
『
梅
沢
本
巣
花
物
語
』
の
と
同

じ
、
「
コ
コ
チ
」
と
訓
よ
み
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
「
心

地
」
は
音
よ
み
（
呉
音
よ
み
「
シ
ム
ヂ
」
、
漢
音
よ
み
「
シ
ム
チ
」
）
と
訓
よ
み

（
「
コ
コ
チ
」
）
と
い
う
二
種
三
通
り
の
よ
み
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。で

は
、
何
故
一
つ
の
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
が
音
、
訓
二
通
り
の
よ
み
を
有

す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
よ
み
の
異
同
が
両
者
の
意
味
に
関
わ
っ
て
く
る
か
否

か
、
以
下
、
そ
の
点
を
巡
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
方
法
と
し
て
次
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
成
立
以
前
の
文

献
に
於
け
る
「
心
地
」
の
使
用
状
況
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
精
査
し
て
、
そ
の
意
味

を
記
述
す
る
。
そ
の
上
に
、
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
で
の
「
心
地
」
の
意
味
を

分
析
、
記
述
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
意
味
を
綜
合
的
に
比
較
し
て
、

両
よ
み
（
音
よ
み
と
訓
よ
み
）
の
意
味
の
異
同
と
受
容
を
求
め
る
と
い
う
方
法
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で
あ
る
。
な
お
、
日
本
文
献
の
分
校
は
桜
井
光
昭
氏
の
「
『
平
家
物
語
』
に
み
る

（1）

和
漢
混
沌
現
象
」
と
い
う
論
文
を
参
照
し
て
行
な
っ
た
。

三
、
和
文
に
放
け
る
「
心
地
」
の
よ
み
と
意
味

以
下
、
平
安
時
代
の
和
文
資
料
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
　
の
よ
み
と

悪
殊
に
つ
い
て
、
『
梅
沢
本
栄
花
物
語
』
を
中
心
に
、
検
討
を
加
え
よ
う
。
次

の
例
を
み
ょ
う
。

川
と
の
、
御
心
地
に
も
さ
も
や
と
お
は
し
け
る
人
ま
い
り
た
ま
ひ
て（

二
2
⑧
）

は
公
家
の
御
心
朝
に
も
又
女
院
の
御
夢
な
と
に
も
こ
の
事
と
か
な
か
る
へ
き

さ
ま
に
お
も
は
せ
奉
ら
せ
給
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
5
⑧
）

川
か
く
て
前
斎
官
い
と
わ
か
き
御
こ
こ
ち
に
こ
の
こ
と
い
と
き
き
に
く
く
お

は
え
さ
る
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
1
⑨
）

と
あ
る
。
例
日
は
糊
の
示
す
よ
う
に
、
漢
字
表
記
譜
「
心
地
」
は
「
コ
コ
チ
」

と
読
ま
れ
、
「
コ
コ
チ
」
と
い
う
和
語
の
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
例
脚
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
御
こ
こ
ち
」
を
修

飾
す
る
属
性
を
表
わ
す
形
容
詞
「
わ
か
き
」
と
「
御
こ
こ
ち
」
と
共
起
す
る
思

惟
な
ど
の
人
の
心
の
働
き
を
示
す
述
語
「
お
は
え
さ
る
」
及
び
「
御
こ
こ
ち
」

に
付
い
て
い
る
抽
象
的
な
場
所
を
示
す
助
詞
「
に
」
を
合
せ
て
考
え
れ
ば
、

「
御
こ
こ
ち
」
は
（
前
斎
宮
の
わ
か
い
）
心
を
表
わ
す
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
例
の
脚
も
例
川
と
同
じ
、
俗
世
に
い
る
一
般
の
人
間
の
心
を
示
す
意
味
に

用
い
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
の
例
を
み
ょ
う
。

川
君
た
ち
の
と
し
こ
ろ
の
徽
心
地
む
つ
か
し
う
む
す
ほ
ほ
れ
た
ま
へ
り

（
二
川
⑳
）

糊
御
心
ち
さ
は
や
か
に
な
ら
せ
給
ぬ
れ
は
と
の
の
御
ま
へ
う
へ
な
と
う
れ
し

く
お
ほ
し
め
さ
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
1
4
㊥
）

的
松
の
こ
す
ゑ
も
す
こ
し
い
ろ
か
は
り
て
口
．
H
L
l
ち
l
よ
け
な
る
に

（
十
四
8
⑳
）

相
川
脚
の
示
す
よ
う
に
、
例
中
の
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
は
例
の
相
川
と
同

様
、
「
コ
コ
チ
」
と
読
ま
れ
、
「
コ
コ
チ
」
と
い
う
和
語
の
漢
字
表
記
で
あ
ろ

う
。
例
用
の
「
心
地
」
の
意
味
を
考
え
て
み
ょ
う
。
「
心
地
」
と
共
起
す
る
述

語
「
む
つ
か
し
う
む
は
ほ
れ
（
た
ま
へ
り
）
」
が
い
つ
も
「
気
拝
が
晴
れ
晴
れ

し
く
な
い
と
か
鬱
陶
し
い
と
か
い
う
意
味
を
示
す
。
「
御
心
地
む
つ
か
し
う
む

す
ほ
は
れ
た
ま
へ
り
」
は
（
君
た
ち
の
と
し
こ
ろ
の
）
御
気
拝
が
晴
れ
晴
れ
し

く
な
い
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
と
思
わ
れ
る
。
「
心
地
」
は
何
か
に
よ
っ
て

伴
っ
て
く
る
人
の
心
の
状
態
を
示
す
意
味
に
使
わ
れ
る
。
例
は
脚
も
同
じ
で
あ

ろ
う
。
次
の
例
を
み
ょ
う
。

川
五
月
十
一
日
よ
り
ー
l
L
l
d
ち
l
ま
こ
と
に
あ
や
し
う
お
は
え
け
れ
は
そ
の
つ
と

め
て
む
す
め
と
も
の
い
へ
に
い
き
て
心
1
地
l
の
あ
や
し
う
お
は
え
は
へ
れ
は

く
る
し
う
な
る
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
3
2
⑲
）

例
の
の
示
す
が
如
く
、
文
中
の
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
は
「
コ
コ
チ
」
と
読
ま

れ
、
和
語
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
を
分
析
す
れ
ば
、

「
心
地
」
と
共
起
す
る
述
語
「
あ
や
し
う
」
と
後
按
文
の
「
く
る
し
う
」
の
示

す
意
味
か
ら
、
「
心
地
」
は
人
間
の
生
理
的
気
分
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
気
分
が
よ
く
な
い
、
く
る
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
。
次
の
例
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。

脚
は
り
か
は
と
の
御
心
矧
い
と
と
を
も
り
て
た
の
も
し
け
な
き
よ
し
を
世
に

申
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
9
⑳
）

糾
御
事
h
U
や
う
や
う
お
こ
た
ら
せ
給
へ
は
う
れ
し
く
お
は
し
め
さ
る

（
三
十
七
3
⑩
）
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㈹
　
関
白
殿
の
御
こ
こ
ち
い
と
お
も
し
四
月
六
日
出
家
せ
さ
せ
た
ま
ふ

（
四
2
3
⑬
）

右
の
三
例
の
示
す
よ
う
に
、
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
は
「
コ
コ
チ
」
と
読
ま

れ
、
和
語
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
。
そ
の
意
味

と
し
て
は
、
「
心
地
」
と
共
起
す
る
述
語
「
お
も
る
」
が
い
つ
も
「
病
気
、
病

状
が
重
く
な
る
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
こ
と
と
下
接
す
る
「
期
待
で
き
な
い

或
い
は
助
け
よ
う
が
な
い
」
と
い
う
曹
操
を
表
わ
す
「
た
の
も
し
け
な
き
」
表

現
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
例
川
の
　
「
御
心
地
」
　
は
　
「
（
は
り
か
は
と
の
）
ご
病

気
或
い
は
ご
病
状
が
（
一
層
盃
く
な
っ
て
）
」
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ

る
と
み
ら
れ
る
。
帥
㈹
も
紬
と
同
様
、
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）
を
表
わ

す
意
殊
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）
と
い
う
意
味
を

表
わ
す
和
語
「
コ
コ
チ
」
が
訓
点
資
料
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
図
書

（5）

寮
本
日
本
書
紀
』
に
は
、

オ
ホ
ム
コ
コ
チ
ソ
コ
ナ
ヒ
ク
マ
ヒ
L
r

天
皇
得
－
病
二
還
　
入
　
於
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
十
1
2
2
㊥
）

と
あ
る
。
文
中
の
「
天
皇
待
－
病
」
　
に
対
し
て
　
「
オ
ホ
ム
コ
コ
チ
ソ
コ
ナ
ヒ
ク

マ
ヒ
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
「
オ
ホ
ム
コ
コ
チ
」
の
「
オ
ホ
ム
」
は
天
皇
に

対
す
る
尊
敬
の
意
を
示
す
接
頭
辞
「
御
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
脚
の
「
は
り
か

は
と
の
御
心
地
」
の
「
御
」
と
同
じ
機
能
を
成
し
て
い
る
。
「
オ
ホ
ム
コ
コ
チ
」

の
「
コ
コ
チ
」
は
ほ
か
で
も
な
く
「
得
－
病
」
の
　
「
病
」
　
に
対
し
て
の
訓
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
「
コ
コ
チ
」
は
「
病
」
を
示
す
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
コ
コ
チ
」
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
も
「
コ
コ
チ
」
と
し
て

の
本
来
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
の
例
は
「
心
地
＋
ス
」
と
い
う

サ
変
動
詞
形
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
変
動
詞
「
心
地
ス
」
は
『
梅
沢
本
巣
花

物
語
』
に
於
い
て
、
多
用
さ
れ
て
い
る
。
3
1
7
例
の
「
コ
コ
チ
」
の
中
で
1
0
5
例
を

占
め
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
「
心
地
ス
」
の
意
味
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。

㈹
大
納
言
か
く
と
き
く
に
む
ね
ふ
た
か
る
q
q
q
u
て
物
を
た
に
も
く
は
す

な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
7
⑳
）

㈹
夢
の
う
つ
つ
に
成
た
る
心
判
増
さ
せ
給
こ
と
か
き
り
な
し
　
（
五
2
7
⑳
）

的
其
上
の
い
き
の
松
原
い
き
て
身
な
か
ら
あ
ら
ぬ
封
瑚
増
し
か
な（

五
3
0
⑧
）

㈹
右
大
殿
う
せ
給
に
け
り
九
十
を
L
も
侍
給
へ
る
心
地
u
て
あ
は
れ
な
り

（
三
十
六
2
2
⑧
）

右
の
四
例
の
示
す
如
く
、
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
は
「
コ
コ
チ
』
と
読
ま
れ
、

和
語
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。
そ
の
悪
殊
を
分

析
す
る
た
め
に
、
例
㈹
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。
例
0
0
の
文
構
造
か
ら
見
れ
ば
、

大
納
言
が
「
か
く
と
き
く
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
む
ね
ふ
た
か
る
こ
こ

ち
し
て
」
と
い
う
後
按
文
を
伴
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
物
を
た
に

も
く
は
す
な
り
に
け
り
」
と
い
う
文
に
も
連
が
る
こ
と
に
な
る
。
「
こ
こ
ち
し

て
」
は
大
納
言
が
「
か
く
と
き
く
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
「
む
ね
が

ふ
さ
が
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
と
思
わ
れ
る
。
㈹
㈹

鵬
も
㈹
と
同
じ
、
何
か
に
よ
っ
て
自
然
に
伴
っ
て
く
る
そ
う
い
う
よ
う
な
感
じ

が
す
る
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

右
の
考
案
で
、
和
文
で
あ
る
『
梅
沢
本
巣
花
物
語
』
に
於
け
る
漢
字
「
心
地

」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
和
語
「
コ
コ
チ
」
は
そ
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
述
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

H
一
般
の
人
間
の
心
（
知
、
情
、
意
の
三
方
面
の
知
を
中
心
に
）

⇔
何
か
に
よ
っ
て
伴
っ
て
く
る
人
の
心
の
状
態

⇔
人
間
の
生
理
的
気
分

伺
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）

的
そ
の
人
が
何
か
に
よ
っ
て
自
然
に
伴
っ
て
く
る
そ
う
い
う
よ
う
な
感
じ
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（
が
す
る
）

と
五
つ
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
『
梅
沢
本
栄

（
表
こ

こ
C
ち

花
物
語
』
の
残
り
の
例
と
同
じ
和
文
の
他
の
文
献
の
「
心
地
」
を
意
味
分
類
す

れ
ば
、
次
の
表
H
の
よ
う
に
な
る
。

文

地

計



大
（
注
、
（
　
）
の
数
字
は
当
文
献
の
サ
変
動
詞
「
心
地
ス
」
の
用
例
数
を
示
す
）

な
お
、
品
詞
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
表
H
の
示
す
如
く
、
和
文
に
於
い

こ
こ
ち

て
は
「
心
地
す
」
と
い
う
サ
変
動
詞
形
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
和
語

「
コ
コ
チ
」
の
l
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
名
詞
と
い
っ
て
も
、
尊
敬
の

こ
こ
ち

意
を
表
わ
す
接
頭
辞
「
御
」
の
付
く
「
御
心
地
」
と
い
う
名
詞
形
も
み
え
る
。

こ
れ
は
右
に
挙
げ
た
『
梅
沢
本
栄
花
物
語
』
の
例
を
見
れ
ば
わ
か
る
こ
と
に
な

る
。右

の
考
察
に
よ
っ
て
、
和
文
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
は
単
に
和
語

「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
た
と
え
「
心

地
」
と
い
う
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
も
、
和
語
「
コ
コ
チ
」
と
し
て
の
意
味
は
変

化
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
心
地
」
と
「
コ
コ
チ
」
と
は
和
語
と
、
そ
れ
に
対
応

す
る
漢
字
表
記
と
の
関
係
で
あ
る
。

四
、
日
本
漢
文
に
於
け
る
「
心
地
」
の
よ
み
と
意
味

己
に
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
漢
字
表
記
語
「
心

地
」
は
二
通
り
（
音
よ
み
と
訓
よ
み
）
の
よ
み
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、

日
本
漢
文
の
「
心
地
」
は
如
何
に
読
む
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
に

は
、
次
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず

日
本
漢
文
に
於
け
る
「
心
地
」
の
よ
み
を
判
明
で
き
る
速
読
符
、
質
点
な
ど
が

付
い
て
い
る
文
献
を
手
が
か
り
に
し
て
、
そ
の
文
献
に
現
わ
れ
る
「
心
地
」
の

意
味
を
記
述
、
分
類
し
て
、
そ
の
上
、
そ
の
分
類
に
則
っ
て
、
他
の
よ
み
不
明

の
文
献
に
於
け
る
「
心
地
」
の
例
を
意
味
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
昔
妹
分



煩
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
よ
み
の
わ
か
る
「
心
地
」
と
よ
み
の
不
明
の
「
心
地
」

と
の
意
味
を
比
較
し
て
、
よ
み
の
不
明
の
方
が
よ
み
の
わ
か
る
の
と
意
味
が
重

な
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
み
の
わ
か
る
方
と
同
様
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
と
い
う

方
法
で
あ
る
。
無
論
、
比
較
す
る
に
際
し
て
、
比
較
対
象
と
な
る
文
献
の
時
代

の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
右
の
方
法
を

以
っ
て
日
本
漢
文
に
於
け
る
「
心
地
」
の
よ
み
と
意
味
に
検
討
を
加
え
て
み
ょ

う
。
今
回
、
管
見
に
入
っ
た
日
本
漢
文
で
は
、
そ
の
よ
み
を
判
明
で
き
る
手
が

か
り
を
持
っ
て
い
る
文
献
は
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
の
四
例
の
「
心
地
」
の

み
で
あ
る
。
そ
の
四
例
の
「
心
地
」
は
い
ず
れ
も
音
合
符
の
付
い
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
次
に
そ
の
四
例
の
中
の
二
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。

タ

レ

ソ

ム

ク

　

　

ヘ

　

ノ

コ

シ

　

ー

　

　

ホ

ノ

オ

　

　

　

　

　

　

リ

　

ナ

ラ

M
T
且
背
）
世
之
憂
己
残
二
　
心
－
地
之
焔
一
百
－
年
借
－
老
之
契
不
三
共
二

夢
－
路
之
花
一
（
夢
－
中
－
務
－
脚
親
－
王
家
－
室
冊
九
日
願
文
巻
十
四
m
⑭
）

文
中
の
「
心
地
」
は
「
家
宝
つ
ま
り
妻
に
死
な
れ
て
、
中
務
郷
親
王
の
心
が
悲

し
み
を
募
っ
て
い
る
」
と
い
う
中
務
郷
親
王
の
心
を
示
す
意
味
に
用
い
ら
れ

（6）

る
。
な
お
、
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
の
音
合
符
に
関
す
る
先
学
研
究
に
ょ
れ

ば
、
「
心
－
地
」
に
付
い
て
い
る
音
合
符
は
漢
音
よ
み
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
漢
音
よ
み
の
「
心
地
」
は
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う

に
、
「
シ
ム
チ
」
と
な
っ
て
濁
ら
な
い
の
で
あ
る
。

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

　

　

シ

ヌ

レ

㈹
正
－
直
心
‖
地
鳥
国
－
界
無
－
漏
善
－
板
鳥
林
－
棄
若
l
能
了
ニ
ー
連
子
是
撃
華
l

地
質
－
樹
在
胸
－
中
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
方
極
楽
讃
巻
十
二
m
⑧
）

文
中
の
「
正
直
心
地
」
は
『
華
厳
経
』
十
地
晶
に
説
く
「
正
直
心
」
の
こ
と
を

い
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
例
川
は
対
句
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
「
正
直
」
に

対
し
て
、
「
無
漏
」
、
「
心
地
」
に
対
し
て
、
「
善
根
」
と
対
応
し
て
い
る
。
「
善

板
」
は
悌
教
用
語
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
心
地
」
も
悌
教
用
語
と

考
え
ら
れ
る
の
が
適
当
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
「
心
－
地
」
に
付
い
て
い
る
呉

音
よ
み
の
音
合
符
か
ら
も
伺
え
る
。
併
教
用
語
と
し
て
の
「
心
地
」
は
例
日
の

俗
世
に
い
る
一
般
の
人
間
の
心
と
い
う
意
味
に
対
し
て
、
併
教
で
の
心
を
示
す

意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
「
心
地
」
の
異
音
よ
み
は
例
日
の
「
シ
ム
チ
」
と

濁
ら
な
い
洪
音
よ
み
と
異
な
っ
て
、
「
シ
ム
ヂ
」
と
濁
る
の
で
あ
る
。

右
の
考
察
か
ら
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味
は
次

の
よ
う
に
記
述
で
き
よ
う
。

H
併
教
で
の
心

⇔
l
肢
の
人
間
の
心

と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
よ
み
は
「
シ
ム
チ
」
と
い
う
漢
語
よ
み
と
「
シ
ム

ヂ
」
と
い
う
呉
音
よ
み
と
の
二
通
り
が
存
す
る
。
『
延
定
本
平
家
物
語
』
に
於

け
る
「
心
地
」
の
「
シ
ム
チ
」
の
漢
音
よ
み
と
「
シ
ム
ヂ
」
の
異
音
よ
み
と
の

（
表
二
）
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存
在
は
「
延
庭
木
平
家
物
語
』
が
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
の
よ
う
な
日
本
洪

文
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。
右
の
意
味
分
類
に
基
づ

い
て
、
同
じ
日
本
漢
文
の
他
の
文
献
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味
を
分
析
す
れ

ば
、
表
H
の
通
り
に
な
る
。
そ
の
よ
み
は
『
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
』
の
「
心

地
」
の
意
味
と
よ
み
の
対
応
関
係
に
則
っ
て
、
漢
音
よ
み
「
シ
ム
チ
」
と
呉
音

よ
み
「
シ
ム
ヂ
」
と
な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
で
は
、
日
本
漢
文
の
呉
音
よ
み

と
漢
音
よ
み
を
有
す
る
「
心
地
」
は
何
処
に
求
め
ら
れ
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
ほ
ど
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

日
本
漢
文
に
於
け
る
「
心
地
」
は
只
名
詞
と
し
て
の
み
使
わ
れ
る
。
和
文
に

こ

こ

ち

於
け
る
「
心
地
」
と
い
う
和
語
の
よ
う
な
サ
変
動
詞
形
と
敬
意
を
示
す
接
頭
辞

こ
こ
ち

「
御
」
の
付
く
「
御
心
地
」
形
と
は
存
し
て
い
な
い
。
品
詞
か
ら
見
れ
ば
、
日

こ
こ
ナ
ヮ

本
洪
文
の
音
よ
み
の
「
心
地
」
と
和
文
の
訓
よ
み
「
心
地
」
と
の
両
者
が
異
同

′
」
C

を
見
せ
て
い
る
。
な
お
、
両
者
の
意
味
、
即
ち
、
和
文
の
和
語
と
し
て
の
「
心

ち地
」
の
意
味
と
日
本
漢
文
の
音
よ
み
の
「
心
地
」
の
意
味
を
比
較
す
れ
ば
、
そ

の
よ
み
に
よ
る
両
者
の
意
味
上
の
相
違
点
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
に
起
因

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
後
ほ
ど
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
古
記
録
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
の
よ
み
と
意
味
を
検
討
し
て

み
た
い
。
古
記
録
は
漢
字
で
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
記
録

自
体
か
ら
「
心
地
」
の
よ
萩
を
究
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ

で
は
、
次
の
方
法
で
そ
の
「
心
地
」
の
よ
み
を
判
断
す
る
の
が
有
効
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
古
記
録
の
「
心
地
」
の
意
味
を
記
述
、
分

類
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
意
味
を
、
右
の
考
察
で
巳
に
明
ら
か
に
な
る
二
通
り
の

よ
み
を
有
す
る
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
の
意
味
と
比
較
す
る
。
そ
の
意
味
の
重

り
よ
う
に
よ
っ
て
古
記
録
の
「
心
地
」
の
よ
み
を
判
明
す
る
仕
方
で
あ
る
。

以
下
、
古
記
録
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
御
堂
関
自
記
』

を
中
心
に
検
討
す
る
。

川
十
八
日
丙
辰
賭
弓
依
咳
病
不
参
三
度
云
々
一
度
右
勝
二
三
度
左
勝
云
々
不

参
右
大
将
二
十
日
成
午
参
大
内
差
左
丈
座
有
召
参
上
召
硯
等
有
叙
位
事
随

仰
書
了
退
下
奏
宣
命
草
末
事
了
前
退
出
依
不
心
矧
宜
　
　
　
　
（
2
0
7
⑦
）

例
日
の
「
不
心
地
宜
」
は
十
八
日
の
「
咳
病
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
十
八
日
の
「
咳
病
」
が
二
十
日
に
ま
た
全
愈
し
て
い
な
い
た
め
、
彼
是

の
政
務
に
追
わ
れ
て
、
道
長
が
つ
い
気
分
が
悪
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
政
務
が

未
了
す
る
う
ち
に
く
り
あ
げ
て
退
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
例
の
の
「
心
地
」
は

道
長
の
生
理
的
気
分
を
表
わ
す
意
味
と
し
て
使
わ
れ
る
。

（
穆
子
）

脚
依
上
重
悩
給
渡
給
其
後
渡
法
典
院
上
達
都
十
四
人
被
来
入
夜
参
内
是
無
快

事
也
然
而
馬
連
方
忌
依
自
乗
侯
也
三
日
乙
已
天
気
猶
陰
焉
職
従
一
俵
通
消

息
老
若
御
心
瑚
従
昨
日
重
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
⑤
）

例
脚
の
「
心
地
」
は
（
二
日
）
の
「
重
悩
」
と
、
ま
た
「
心
地
」
と
共
起
す
る

述
語
「
重
」
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
道
長
の
義
母
で
あ
る
桂
子
の
病
気
（
或
い

は
病
状
）
を
示
す
意
味
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
穆
子
の
ご
病
気
が
昨
日
よ
り
重

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

糊
奏
了
退
出
次
立
文
去
於
中
庭
須
召
文
人
後
早
立
而
舞
問
不
立
之
此
間
東
泉

渡
殿
三
后
有
御
対
面
具
老
感
悦
多
端
姫
官
同
御
母
々
女
三
位
同
参
候
我
心

（
了
▼
）

地
不
覚
有
生
者
也
難
聖
孟
囲
末
曽
有
事
也
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
2
⑤
）

例
佃
は
川
脚
と
異
な
っ
て
、
「
咳
病
」
「
重
悩
」
と
い
う
意
味
判
断
用
の
素
材
が

な
い
文
脈
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
道
長
が
一
成
功
者
と
し
て
の
心
境
を
告
白
す
る

と
い
う
文
脈
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
長
は
今
日
の
自
分
の
地
位
と
皇
后

或
い
は
皇
太
后
に
な
っ
た
三
人
娘
の
「
二
一
后
有
御
対
面
」
と
い
う
我
一
族
の
栄

華
を
極
め
る
場
面
に
臨
ん
で
い
る
自
分
が
い
ま
生
き
て
い
る
と
は
覚
え
な
い
ほ

ど
の
感
無
量
の
心
の
状
態
を
表
わ
す
こ
と
で
あ
る
。
文
中
の
「
心
地
」
は
道
長
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の
夢
の
よ
う
な
気
拝
を
示
す
意
味
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
心
の
状
態
を
示

「
心
地
」
は
「
覚
」
と
い
う
人
間
の
心
の
働
き
を
表
わ
す
述
語
と
共
起
し
や
す

い
で
あ
ろ
う
。

右
の
考
察
で
、
『
御
堂
閑
自
記
』
の
「
心
地
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
述
、

分
類
で
き
る
。

0
人
間
の
生
理
的
気
分

⇔
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）

⇔
何
か
に
よ
っ
て
伴
っ
て
く
る
人
の
心
の
状
態

と
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
な
お
、
同
じ
古
記
録
の
他
文
献
に
於
け
る
「
心
地
」

を
、
右
の
分
類
に
基
づ
い
て
意
味
分
析
す
れ
ば
、
表
⇔
の
通
り
に
な
る
。
品
詞

と
し
て
は
、
全
部
名
詞
で
あ
る
が
、
右
に
挙
げ
た
『
御
堂
閃
自
記
』
の
例
の
示

す
如
く
、
敬
意
を
表
わ
す
接
頭
辞
「
御
」
の
付
く
「
御
心
地
」
が
見
え
る
。

右
の
考
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
古
記
録
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
のここ

意
味
は
己
に
昔
よ
み
と
判
定
さ
れ
た
日
本
漢
文
の
「
心
地
」
と
異
な
っ
て
、
「
心

ち
地
」
と
訓
よ
み
の
和
文
の
意
味
と
重
な
っ
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

古
記
録
の
「
心
地
」
は
和
文
の
と
同
様
、
単
に
「
コ
コ
チ
」
と
い
う
和
語
の
漢

字
表
記
で
あ
り
、
「
コ
コ
チ
」
と
読
む
可
能
性
が
十
分
有
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
古
記
録
の
「
心
地
」
が
和
文
の
と
同
じ
く
敬
意
を
示
す
接
頭
辞
「
御
」

の
付
く
「
御
心
地
」
形
が
有
っ
て
、
音
よ
み
の
日
本
漢
文
に
は
見
ら
れ
な
い
と

い
う
品
詞
上
の
差
異
か
ら
も
伺
え
る
。

古
記
録
と
和
文
と
の
意
味
を
比
較
す
れ
ば
、
確
か
に
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
只
和
文
の
五
つ
の
意
味
の
中
の
⇔
⇔
画
と
一
致
す
る
だ
け
で
あ
り
、
残
り

の
和
文
H
国
の
意
味
が
古
記
録
に
は
検
出
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
和

こ
こ

文
で
多
用
さ
れ
る
国
の
意
味
が
古
記
録
に
は
存
し
て
い
な
い
こ
と
は
同
じ
「
心

ち地
」
・
と
貰
え
ど
も
、
和
文
と
古
記
録
と
い
う
丙
文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
よ
る
対
照
的

計

（
表
三
）
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な
異
同
を
見
せ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
古
記
録
と
和
文
と
の
意
味
が

重
な
っ
て
い
る
も
の
を
見
よ
う
。
古
記
録
で
は
、
H
「
人
間
の
生
理
的
気
分
」

こ
こ
ち

と
⇔
「
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）
」
と
い
う
両
意
味
が
「
心
地
」
の
中
心

的
意
味
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
和
文
で
は
、
⇔
「
何
か
に
よ
っ
て

伴
っ
て
く
る
人
の
心
の
状
態
」
と
囲
「
そ
の
人
が
何
か
に
よ
っ
て
自
然
に
伴
っ

て
く
る
そ
う
い
う
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」
と
い
う
両
意
味
が
中
心
的
意
味
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
両
者
の
意
味
上
で
現
わ
れ
て
い
る
差
は
ほ
か
で
も
な
く
そ
の

文
章
ジ
ャ
ソ
ル
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味

日
本
文
献
に
於
け
る
「
心
地
」
は
何
処
か
ら
来
た
の
か
、
殊
に
日
本
漢
文
の

音
よ
み
の
「
心
地
」
は
何
処
に
求
め
ら
れ
る
か
、
そ
れ
を
究
明
す
る
の
に
は
、

中
国
語
に
於
け
る
「
心
地
」
を
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
次

に
中
国
語
の
「
心
地
」
の
意
味
を
検
討
し
て
お
く
。

中
国
文
献
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
け
る
と
↓
散
文
」
　
「
韻
文
」
　
「
漢
訳
悌
典
」

と
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
「
心
地
」
は
そ
の
三
つ
の
ど
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
も
現
わ

れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
用
例
数
か
ら
見
れ
ば
、
漢
訳
悌
典
の
方
が
圧
倒
的
に

多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
語
の
「
心
地
」
の
成
立
に
関
連
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
洪
訳
悌

典
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。

日
劇
瑚
者
悌
言
三
界
之
中
以
心
馬
主
衆
生
之
心
猶
如
大
地
五
穀
五
菜
従
大
地

生
如
是
心
法
生
世
出
世
善
悪
五
趣
三
乗
以
是
因
縁
三
界
唯
心
故
名
心
地

（
大
正
新
修
大
蔵
経
繹
氏
要
覧
9
1
中
⑧
）

三
界
の
諸
々
の
現
象
が
只
心
の
働
き
に
よ
る
も
の
、
そ
れ
は
大
地
が
五
穀
、
五

菜
を
生
ず
る
が
如
く
、
三
界
が
心
を
本
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
心
を
心
地
と

名
づ
く
と
い
う
文
意
を
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
文
中
の
「
心
地
」
は
併
教

の
中
で
併
教
の
儲
別
な
意
味
合
い
を
持
つ
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
係
数
で
の
心
と
い
う
意
味
の
「
心
地
」
は
併
教
自
体
の
変
容
、
宗
派

な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
悌
教
の
中
で
の
意
味
が
変
化
を
見
せ
る
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
悌
教
内
部
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
悌
教
で
」
と
い
う
意

味
特
徴
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
天
台
宗
の
『
天
台

戒
疏
上
』
に
お
い
て
は
、

三
業
之
中
怠
業
馬
主
身
口
居
次
按
勝
馬
心
矧

と
あ
る
。
文
中
の
「
心
地
」
は
三
業
の
中
の
意
業
を
示
す
意
味
と
し
て
使
用
さ

れ
る
。
こ
れ
は
右
の
例
の
の
「
心
地
」
の
示
す
意
味
と
異
な
っ
て
い
る
。
但

し
、
両
方
と
も
「
沸
教
で
」
用
い
ら
れ
る
「
心
」
と
い
う
意
味
特
徴
が
同
様
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
漢
訳
併
典
に
於
け
る
「
心
地
」
は
上
位
的
に
意
味
分
類
す
れ

ば
、
「
悌
教
で
の
心
」
と
一
つ
に
記
述
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
散
文
、
韻
文
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

用
耳
根
得
所
琴
初
陽
、
心
矧
忘
機
酒
半
酎

（
白
氏
文
集
第
五
十
七
巻
琴
酒
）

例
佃
の
「
心
地
」
は
そ
れ
と
共
起
す
る
述
語
「
忘
」
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
人

間
の
思
・
考
・
感
・
覚
な
ど
の
働
き
を
す
る
心
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
と
み
ら

れ
る
。川

幹
告
以
必
有
眞
安
心
矧
刻
苦
工
夫
而
後
可
、
基
懐
暢
受
命
於
是
随
事
誘
披

淵
源
之
斑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宋
史
列
侍
1
9
7
儒
林
八
2
9
7
）

例
川
の
場
面
と
し
て
は
、
父
の
伯
憲
が
自
分
の
上
司
で
あ
る
黄
幹
に
子
息
－
何

基
の
師
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
「
心
地
」
は
何

基
の
持
つ
べ
き
誠
実
な
る
心
を
表
わ
す
意
味
に
用
い
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
例

日
の
係
数
で
の
心
に
対
し
て
、
例
は
川
の
「
心
地
」
は
俗
世
に
い
る
一
般
の
人
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問
の
心
を
表
わ
す
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
右
の
考
察
で
、
中
国
文
献
に
於

け
る
「
心
地
」
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
記
述
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

H
悌
教
で
の
心

⇔
一
般
の
人
間
の
心

と
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
な
お
、
右
の
三
例
の
示
す
通
り
、
中
国
文
献
の
「
心

地
」
は
い
ず
れ
も
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
文
献

の
古
記
録
な
ど
に
現
れ
る
敬
意
を
示
す
接
頭
辞
「
御
」
の
付
く
「
御
心
地
」
も

見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
日
本
漢
文
の
「
心
地
」
と
一

致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
他
の
中
国
文
献
に
於
け
る

「
心
地
」
の
意
味
を
分
析
す
れ
ば
、
表
画
の
よ
う
に
な
る
。

（
衷
四
）

文

計

地

献

右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
日
本
漢
文
の
「
心
地
」
は
、
そ
の
意

味
が
中
国
語
の
と
重
な
っ
て
い
る
上
、
そ
の
よ
み
も
音
よ
み
で
あ
る
。
さ
ら
に

品
詞
上
で
の
一
致
を
も
考
え
合
せ
る
と
、
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
日
本
漢
文
の
「
心
地
」
の
呉
音
よ
み
と
漢
音
よ
み
と
の

二
通
り
の
よ
み
が
存
す
る
こ
と
は
ほ
か
で
も
な
く
中
国
文
献
の
悌
典
と
漢
籍
を

各
々
受
容
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
於
け

る
「
心
地
」
の
呉
音
よ
み
と
漢
音
よ
み
の
存
在
も
そ
の
受
容
の
継
承
で
あ
り
、

反
映
で
も
あ
ろ
う
。
今
回
、
管
見
に
入
っ
た
資
料
で
は
、
そ
の
一
番
早
く
受
容

し
た
日
本
文
献
は
弘
法
大
師
空
海
著
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
は
、
「
悌
教
で
の
心
」
を
示
す
「
心
地
」

と
「
一
般
の
人
間
の
心
」
を
示
す
「
心
地
」
が
見
え
る
。
そ
れ
を
挙
げ
て
み
れ

ば
、虞

舎
郡
如
来
千
百
億
国
ノ
梓
迦
鰭
ト
興
四
十
心
地
ノ
法
門
春
属

（
六
地
蔵
寺
蔵
本
『
性
霊
集
し
巻
八
㊥
）

ヌ

キ

イ

テ

　

0

ノ

チ

ツ

　

ヲ

ヲ

リ

テ

0

　

ノ

　

0

　

ソ

ヲ

抜
　
0
心
－
地
之
敷
。
字
一
折
　
六
－
書
0
之
革
－
撃
　
　
　
　
（
同
右
巻
三
㊥
）

サ

タ

メ

テ

　

　

　

　

0

と
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
は
空
海
が
遣
唐
使
の
任
を
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遂
げ
、
帰
朝
し
て
か
ら
の
著
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』

に
現
れ
て
い
る
「
悌
教
で
の
心
」
の
「
心
地
」
と
「
一
般
の
人
間
の
心
」
の
「
心

地
」
は
、
恐
ら
く
空
海
が
中
国
滞
在
中
に
そ
う
い
う
両
意
味
を
示
す
「
心
地
」

の
中
国
文
献
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
る
。
「
心
地
」
と
い
う
漢
語
は
何
時
、
何
れ
の
日
本
文
献
に
現

れ
始
め
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
に
し
て
お
き
た
い
。

日
本
漢
文
に
於
け
る
「
心
地
」
は
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
あ
る
こ
と
が
右
の

考
察
で
明
ら
か
に
な
る
。
日
本
文
献
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
の
よ
み

の
違
い
と
そ
の
よ
み
に
よ
る
意
味
の
異
同
は
和
語
と
漢
語
と
の
位
相
の
差
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
表
記
は
同
じ
「
心
地
」
と
い

う
も
の
の
、
一
つ
は
和
語
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
で
、
一
つ
は
漢
語
の
「
心

地
」
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
和
語
の
「
コ
コ
チ
」
に
「
心
地
」
と
い
う
漢
語
が
充
て
ら
れ
た

の
か
、
そ
れ
は
恐
ら
く
和
語
の
　
「
コ
コ
チ
」
が
中
国
語
の
「
心
地
」
の
示
す

「
一
般
の
人
間
の
心
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
中
国
語
の
「
心
地
」

に
「
コ
コ
チ
」
を
充
て
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
和

語
「
コ
コ
チ
」
の
意
味
は
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
如
く
、
「
一
般
の

人
間
の
心
」
と
い
う
意
味
を
除
い
て
、
ま
た
四
つ
の
意
味
を
有
し
て
い
る
。
だ

か
ら
、
そ
の
四
つ
の
意
味
を
表
わ
す
「
コ
コ
チ
」
は
「
心
地
」
と
い
う
漢
字
で

表
記
さ
れ
て
も
、
本
来
の
和
語
と
し
て
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
と
し
て
の
「
心
地
」
と
中
国
語
出
自
の

漢
語
と
し
て
の
「
心
地
」
と
の
問
に
意
味
の
差
異
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

両
者
が
表
記
が
一
致
し
て
も
、
和
文
で
は
、
和
語
と
し
て
、
日
本
漢
文
で
は
、

漢
語
と
し
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
記
銀
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味
を
中
国
語
の
と
比
べ
れ
ば
、
両

者
の
相
違
が
は
っ
き
り
と
現
れ
る
。
だ
か
ら
、
古
記
録
の
「
心
地
」
は
中
国
語

出
自
の
漢
語
で
は
な
く
、
和
文
と
同
じ
、
和
語
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字
表
記
で
あ

る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
古
記
録
に
混
在
す
る
和
語
の
一

（7）

つ
で
あ
る
。

六
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
於
け
る
「
心
地
」
の
意
味

以
下
、
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
の
洪
字
表
記
語
「
心
地
」
の
意
味
及
び
そ
の

「
心
地
」
の
受
容
の
有
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。
ま
ず
品
詞
の
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
敬
意
を
表
わ
す
接
頭
辞
「
御
」
の
付
く
「
御
心
地
」
の
名
詞
形

と
「
心
地
＋
ス
」
と
い
う
サ
変
動
詞
形
が
存
す
る
。
特
に
サ
変
動
詞
形
「
心
地

ス
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
和
文
の
と
ー
致
す
る
の
で
あ
る
。
一

囲
名
詞
（
接
頭
辞
「
御
」
の
付
く
「
御
心
地
」
の
4
例
も
含
む
）
　
1
9
例
　
3
7

㈲
サ
変
動
詞
（
「
心
地
＋
助
詞
類
＋
ス
」
の
1
9
例
も
含
む
）
　
6
5
例
　
　
　
　
一

と
な
っ
て
い
る
。

次
に
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
の
意
味
を
検
討
し
て

み
ょ
う
。

川
冷
ヰ
木
蔭
ヲ
行
時
ハ
九
品
ノ
鳥
居
ヲ
只
今
ト
ヲ
ル
思
ナ
シ
大
キ
ナ
ル
木
ノ

本
二
立
寄
テ
ハ
上
品
上
生
ノ
心
地
醇
心
門
ト
モ
観
念
ス

（
第
一
末
8
5
オ
⑲
）

文
中
の
「
心
地
」
は
己
に
問
題
点
の
例
日
と
し
て
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
呉

音
よ
み
の
沸
教
用
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
場
面
と
し
て
は
、
縄
野

権
現
を
信
じ
る
康
煩
が
油
黄
嶋
で
そ
れ
に
参
詣
で
き
な
く
、
心
の
中
で
信
仰
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
涼
し
い
木
蔭
を
通
る
時
は
九
品
の
鳥
居
を
通
る
と

思
い
な
し
、
大
き
い
木
の
も
と
に
立
ち
寄
れ
ば
、
上
品
上
生
心
地
の
発
心
門
に



立
ち
寄
る
と
観
念
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
心
地
」
は
極
楽
の
九
階
級

の
最
高
位
の
心
を
示
す
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
併
教
の
中
で
用

い
ら
れ
る
心
を
表
わ
す
悌
教
用
語
で
あ
る
。
中
国
語
と
日
本
漢
文
の
「
併
教
で

の
心
」
と
い
う
意
味
と
重
な
る
。
そ
の
よ
み
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
例
の
の
「
心

地
」
は
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

シ

ヲ

　

ヘ

ニ

ク

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

望
l
且
背
直
之
吾
闇
心
地
之
月
青
年
倍
丁
年
之
契
不
具
ナ
ラ
夢
露
之
花
山

（
第
二
末
7
オ
④
）

文
中
の
「
心
地
」
は
右
の
問
題
点
の
例
用
と
し
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
漢
音
よ

み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
場
面
は
夫
に
死
な
れ
た
文
学
と
い
う
尼
の

悲
し
み
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
夫
の
死
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
悲
し
み
に
、
月

に
喩
え
ら
れ
た
心
が
闇
く
な
る
。
「
心
地
」
は
一
般
の
人
間
の
心
を
表
わ
す
意

味
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
漢
音
よ
み
も
考
え
合
せ
れ
ば
、
例
は
の
「
心
地
」
は

中
国
語
出
自
の
漢
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

用
今
ハ
我
身
ノ
御
上
ト
思
食
ス
日
数
ノ
経
ル
マ
、
ニ
ハ
郡
ノ
遠
サ
ヵ
リ
行
モ

心
細
ク
況
一
宮
ノ
御
事
思
食
出
ル
ー
一
付
テ
バ
イ
ト
、
消
入
徽
心
地
ナ
リ

（
第
一
末
1
0
7
ウ
④
）

例
川
は
新
院
が
讃
岐
国
に
移
さ
れ
た
時
の
気
持
を
い
う
場
面
で
あ
る
。
文
中
の

「
心
地
」
は
新
院
が
一
宮
の
こ
と
を
思
わ
れ
る
時
の
「
消
入
る
」
と
い
う
心
の

状
態
を
示
す
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
敬
意
を
示
す
接
頭
辞
「
御
」
の
付
く

「
御
心
地
」
と
い
う
形
も
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
例
川
の
「
心
地
」
は
和
文
の

「
コ
コ
チ
」
の
「
何
か
に
ょ
っ
て
伴
っ
て
く
る
人
の
心
の
状
態
」
と
い
う
意
味

と
歪
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
心
地
」
は
和
語
「
コ
コ
チ
」
の
漢
字

表
記
で
あ
る
。

帥
日
，
経
ツ
、
思
食
沈
ミ
テ
供
御
モ
ハ
カ
〈
シ
ク
マ
ヒ
ラ
ス
御
寝
モ
打
解
テ

ナ
ラ
ス
常
ハ
御
心
地
ナ
ヤ
マ
シ
ト
テ
夜
ノ
オ
ト
1
、
ニ
ノ
ミ
オ
ハ
シ
マ
セ
ハ

（
第
二
本
1
0
2
ウ
⑧
）

「
御
心
地
」
の
前
接
文
の
「
気
が
鬱
い
で
よ
く
寝
ら
れ
な
い
」
こ
と
と
、
「
御

心
地
」
と
共
起
す
る
「
ナ
ヤ
マ
シ
」
と
い
う
「
気
分
が
あ
る
い
」
意
味
を
表
わ

す
述
語
と
を
合
せ
て
考
え
る
と
、
例
脚
の
「
御
心
地
」
は
法
皇
の
生
理
的
気
分

を
示
す
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
法
皇
は
御
気
分
が
あ
る
い
と
い

う
こ
と
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
和
語
の
「
コ
コ
チ
」
の
意
味
と
一
致
す
る
と
み

ら
れ
る
。

川
入
道
相
国
例
ナ
ラ
ヌ
心
地
出
来
タ
ル
ヨ
シ
有
ケ
レ
パ
ケ
シ
カ
ラ
シ
ト
云
人

モ
有
ケ
リ
又
年
来
モ
片
時
モ
不
例
ノ
事
オ
ワ
セ
サ
リ
ツ
ル
人
ノ
カ
ヤ
ウ
ニ

オ
ワ
ス
レ
ハ
　
（
略
）
廿
八
日
三
太
政
入
道
訳
病
ヲ
受
給
へ
リ
ト
テ

（
第
三
本
3
7
オ
⑥
）

例
の
は
太
政
入
道
が
病
気
に
な
っ
た
場
面
で
あ
る
。
「
心
地
」
の
後
接
文
の
「
年

来
モ
片
時
モ
不
例
ノ
事
」
と
「
霞
病
ヲ
受
ケ
給
へ
リ
」
と
を
合
せ
て
考
え
れ

ば
、
文
中
の
「
例
ナ
ラ
ヌ
心
地
出
来
タ
ル
」
は
太
政
入
道
が
い
つ
も
と
違
っ
た

病
気
（
或
い
は
病
状
）
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
例
糊

の
「
心
地
」
は
和
文
の
「
コ
コ
チ
」
の
示
す
「
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）
」

と
い
う
意
味
と
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

川
奈
文
語
畢
リ
ニ
ケ
レ
ハ
イ
ツ
ヨ
リ
モ
信
心
肝
二
銘
シ
五
駄
二
汗
イ
ヨ
タ
チ

テ
横
現
金
剛
童
子
ノ
御
影
響
忽
こ
ア
ル
心
瑚
シ
テ
山
風
ス
コ
ク
吹
ヲ
ロ
シ

木
々
ノ
相
モ
サ
タ
カ
ナ
ラ
ス
木
葉
カ
ツ
チ
リ
ケ
ル
ニ

（
第
一
末
9
1
オ
⑤
）

例
的
は
康
折
が
熊
野
権
現
を
祭
る
文
を
読
み
終
わ
っ
た
後
の
場
面
で
あ
る
。
文

脈
に
即
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
祭
文
を
読
み
終
わ
っ
た
ら
、
い
つ
も
よ
り
信
心
が

肝
に
銘
じ
、
五
体
に
も
汗
を
か
い
て
く
る
。
さ
ら
に
山
風
が
つ
よ
く
吹
き
お
ろ

し
、
木
々
の
杓
が
揺
れ
始
め
、
木
葉
が
ば
ら
ば
ら
と
落
ち
る
よ
う
に
な
る
。
そ
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う
い
う
突
然
な
変
化
に
、
康
煩
は
自
然
に
桁
現
金
剛
童
子
の
影
響
が
忽
に
現
れ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
で
き
る
。
例
伸
の
「
心
地
シ

テ
」
は
和
文
の
「
コ
コ
チ
ス
」
の
示
す
「
そ
の
人
が
何
か
に
よ
っ
て
自
然
に
伴

っ
て
く
る
そ
う
い
う
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」
と
い
う
意
味
と
同
じ
く
使
用
さ
れ

て
い
る
。

右
の
考
察
で
、
漢
字
表
記
語
「
心
地
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
述
、
分
類

で
き
よ
う
。

H
悌
教
で
の
心

⇔
一
般
の
人
間
の
心

肖
何
か
に
よ
っ
て
伴
っ
て
く
る
人
の
心
の
状
態

画
人
問
の
生
理
的
気
分

的
人
間
の
病
気
（
或
い
は
病
状
）

的
そ
の
人
が
何
か
に
よ
っ
て
自
然
に
伴
っ
て
く
る
そ
う
い
う
よ
う
な
感
じ

（
が
す
る
）

と
六
つ
に
大
別
で
き
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
残
り
の
『
延
歴
本
平
家
物
語
』

の
漢
字
表
記
譜
「
心
地
」
の
意
味
を
分
類
す
れ
ば
、
表
画
の
よ
う
に
な
る
。
表

出
の
示
す
が
如
く
、
『
廷
臣
本
平
家
物
語
』
に
於
け
る
洪
字
表
記
語
「
心
地
」

は
一
つ
が
中
国
出
自
の
漢
語
で
、
音
よ
み
で
あ
り
、
一
つ
が
和
語
で
、
「
コ
コ

チ
」
と
訓
よ
み
す
る
と
い
っ
た
素
姓
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
両
者
の

位
相
の
差
に
よ
っ
て
、
よ
み
も
意
味
も
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
な
ぜ
、
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
に
於
い
て
は
、
一
つ
の
漢
字
表
記
語

「
心
地
」
は
和
語
と
漢
語
と
の
二
面
性
を
有
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
次
の
二

点
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
和
語
「
コ
コ
チ
」
と

「
心
地
」
と
の
対
応
関
係
が
定
着
す
る
。
い
わ
ば
、
「
コ
コ
チ
」
が
「
心
地
」

の
定
訓
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
心
地
」
と
い
う
漢
語
と
同
じ
よ
う

計

（
表
五
）

に
用
い
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
読
み
わ
け
は
意
味
に
よ
る
よ
う
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
和
漢
混
湾
文
と
い
う
文
体
を
形
成
す
る
語
彙
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
和
漢
混
沌
文
の
語
彙
と
は
和
文
調
、
漢
文
訓
読
調
を
形
成
す
る
用
語
、

（8）

そ
れ
に
当
時
の
俗
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
混
湾
に
よ

っ
て
和
漢
淀
清
文
と
い
う
文
体
が
形
成
さ
れ
る
。
沃
字
表
記
語
「
心
地
」
が
漢

語
と
和
語
と
の
二
性
格
を
持
つ
の
は
和
漢
混
沌
文
で
あ
る
『
延
慶
本
平
家
物

語
』
を
成
す
語
彙
の
多
様
性
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
こ
で
注
目
を
要
す

る
こ
と
が
あ
る
。
従
来
い
わ
れ
る
和
漢
温
清
文
に
於
け
る
和
文
語
と
漢
文
訓
読

語
は
そ
れ
ぞ
れ
語
形
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
延
慶
本
平

家
物
語
』
の
「
心
地
」
の
よ
う
に
、
一
つ
の
同
語
形
の
語
に
和
語
と
漢
語
と
い

う
二
性
格
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
従
来
い
わ
れ
る
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
語

形
の
異
な
る
和
語
、
漢
語
と
相
違
点
を
見
せ
て
い
る
。

右
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
於
け
る
漢
字
表
記
譜
「
心

地
」
は
前
の
時
代
の
文
献
を
受
容
し
た
上
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
受
容
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
図
の
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
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七
、
む
す
び

一
つ
の
漢
字
表
記
語
に
和
語
と
漢
語
と
の
二
面
性
が
含
ま
れ
、
ま
た
そ
の
位

相
に
よ
る
よ
み
も
意
味
も
異
な
る
事
象
は
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
の
言
語
を
研

究
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
個
々
の

漢
字
表
記
語
の
素
姓
を
解
明
す
る
の
は
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
の
言
語
構
成
を

研
究
す
る
の
に
は
有
意
義
な
こ
と
と
成
り
得
よ
う
。

H
注（

1
）
佐
藤
喜
代
治
「
平
家
物
語
と
記
録
体
の
文
章
」
　
（
『
日
本
文
章
史
の
研

究
』
昭
4
1
・
明
治
書
院
）

佐
藤
武
義
「
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
漢
語
の
研
究
」
（
『
宮
城
教
育
大
紀

要

』

5

、

昭

4

6

・

3

）

佐
藤
喜
代
治
「
近
代
の
語
彙
1
」
二
「
平
家
物
語
」
　
の
語
彙
（
『
講
座
国

語
史
3
語
彙
史
』
昭
4
6
・
大
修
館
書
店
）

桜
井
光
昭
「
『
平
家
物
語
』
に
見
る
和
漢
混
湧
現
象
」
　
（
『
国
語
語
彙
史
の

研
究
五
』
昭
5
9
・
5
、
和
泉
書
院
）

山
本
真
吾
「
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
－
1

9

「
上
皇
御
所
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
　
－
」
（
『
国
語
学
』
1
～
7
集
、
9
8
・
6

1

・
3
0
、
国
語
学
会
）

（
2
）
水
原
一
「
『
延
庭
木
平
家
物
語
』
論
考
」
（
昭
5
4
・
6
・
墾
加
藤
中
道

館
）

（
3
）
柏
谷
茶
弘
「
身
延
本
本
朝
文
粋
の
漢
語
」
（
『
誹
明
琵
国
語
研
究
論
集
』

昭
6
1
・
1
0
、
明
治
書
院
）

山
本
秀
人
「
音
合
符
に
お
け
る
漢
音
、
呉
音
の
区
別
に
つ
い
て
ー
ー
久
遠

寺
蔵
「
本
朝
文
粋
」
を
中
心
に
　
－
」
　
（
昭
6
1
・
1
1
、
国
語
学
会
中
国
四

国
支
部
第
三
十
一
回
大
会
研
究
発
表
）

（
4
）
注
（
1
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
5
）
石
塚
暗
通
「
『
図
書
寮
本
日
本
書
紀
』
」
（
昭
5
5
・
3
、
美
挙
出
版
社
）

（
6
）
注
（
3
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
7
）
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
　
（
昭
6
1
、
東
京
大
学

出
版
会
）
第
二
草
古
記
録
の
語
免

（
8
）
築
島
裕
「
和
漢
混
清
文
」
の
項
（
『
国
語
学
大
辞
典
』
昭
輿
東
京
堂
）

⇔
検
索
文
献

の
中
国
文
献
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A
韻
文

楚
辞
、
毛
詩
（
蛤
傍
燕
京
学
社
引
待
）
、
拭
康
集
（
絨
康
集
校
注
本
）
、
阪

吾
桑
（
阪
籍
上
下
本
）
、
陸
機
詩
（
陸
士
衡
注
本
）
、
陶
淵
明
詩
文
索
引
（
洞

江
忠
遺
編
）
、
謝
霊
運
詩
（
謝
康
楽
詩
注
本
）
、
謝
宣
城
詩
（
万
有
文
庫
本
）
、

全
漢
詩
索
引
（
松
浦
崇
編
）
、
玉
狂
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
英
夫

編
）
、
全
洪
三
国
晋
南
北
朝
詩
上
・
下
（
丁
福
保
編
）
、
張
籍
歌
詩
（
張
籍

詩
集
本
）
、
杜
詩
（
宋
刻
本
）
、
陳
子
昂
詩
（
陳
子
弟
柴
本
）
、
李
賀
詩
（
季

長
書
歌
詩
田
巻
）
、
温
庭
鈎
歌
詩
（
四
部
備
用
木
）
、
杜
牧
詩
（
欒
川
詩
集

注
本
）
、
王
維
詩
（
過
松
谷
本
）
、
李
白
歌
詩
（
経
本
）
、
自
氏
文
集
歌
詩
索

引
（
平
岡
武
夫
・
今
井
清
福
）
、
柳
宗
元
歌
集
（
宋
世
綜
堂
本
）
、
孟
浩
然

詩
（
四
部
備
用
本
）
、
韓
愈
歌
詩
（
暦
本
）
、
何
氏
歴
代
詩
話
（
文
文
博
主

編
）
、
漢
詩
大
観
（
井
田
容
店
）

B
散
文

論
語
引
待
・
孟
子
引
得
・
春
秋
経
伝
引
得
・
商
雅
引
得
・
周
易
引
待
・
菊

子
引
得
・
墨
子
引
待
（
以
上
吟
併
燕
京
学
社
引
得
特
刊
）
、
碓
記
引
得
（
喰

俳
燕
京
学
社
引
得
）
、
管
子
引
得
　
（
中
文
研
究
資
料
中
心
研
究
資
料
叢

書
）
、
老
子
索
引
（
豊
島
睦
編
）
、
荘
子
引
待
（
弘
道
文
化
事
業
有
限
公
司

編
）
、
国
語
索
引
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
編
）
、
列
子
索
引
（
山
口

義
男
編
）
、
供
祀
・
左
侍
・
公
羊
侍
・
穀
梁
侍
（
以
上
十
三
経
注
疏
）
、
山

海
経
通
検
（
中
法
漢
学
研
究
所
）
、
尚
書
（
相
皐
本
）
、
戦
国
策
（
土
躍
屈

伏
宋
本
）
、
論
衡
　
（
四
部
叢
刊
本
）
、
推
南
子
・
呂
氏
春
秋
　
（
四
部
叢
刊

本
）
、
潜
夫
論
　
（
四
部
備
要
本
）
、
曹
植
文
集
　
（
法
蘭
西
学
院
漢
学
研
究

所
）
、
史
記
索
引
・
漢
書
索
引
（
二
十
四
史
索
引
之
一
、
之
二
、
黄
福
恕

編
）
、
後
漢
書
語
免
鮨
成
上
・
中
・
下
（
藤
田
軍
手
昂
）
、
三
国
志
及
袈
注

綜
合
引
待
（
蛤
併
燕
京
社
引
得
）
、
文
選
索
引
（
斯
波
六
郎
編
）
、
文
心

雌
能
索
引
（
岡
村
繁
編
）
、
貞
執
政
安
（
貞
観
政
変
定
本
）
、
宋
史
列
侍
儒

林
巻
（
中
華
書
局
）
、
世
説
新
語
索
引
（
高
橋
清
福
）
、
朱
子
語
数
口
語
語

彙
（
塩
見
邦
彦
霜
）
、
資
治
通
鑑
（
山
名
本
）

C
漢
訳
併
典

法
華
経
l
字
索
引
付
Ⅲ
結
二
頼
（
東
洋
哲
学
研
究
所
掃
）
、
一
切
経
音
義
索
引

（
田
本
克
明
・
池
田
謹
書
・
原
卓
志
編
、
古
辞
書
音
義
集
成
1
9
）
、
大
正

新
修
大
蔵
経
索
引

D
そ
の
他

侃
文
韻
府
（
王
雲
五
編
）
、
辞
源
（
商
務
印
書
館
）
、
中
文
大
辞
典
（
串
国

文
化
研
究
所
出
版
）

用
日
本
文
献

1
奈
艮
時
代
語
文
献

古
京
遺
文
（
狩
谷
棟
群
）
、
警
京
遺
文
（
山
田
孝
雄
．
香
取
秀
其
）
、
平
　
卜4

城
宮
木
簡
二
二
、
藤
原
官
木
簡
、
寧
楽
遺
文
上
・
中
・
下
、
大
日
本
古
一

文
書
（
編
年
一
～
二
五
、
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
）
、
法
華
義
疏
（
伝

聖
徳
太
子
筆
）
、
万
葉
集
（
岩
披
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
古
事
記
（
岩
波

日
本
思
想
大
系
）
、
日
本
書
紀
　
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
横
風
藻

（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
風
土
記
洪
字
索
引
（
梅
垣
節
也
編
）

1
平
安
鎌
倉
時
代
語
文
献

A
和
文

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
平
中
物
語
・
大
和
物
語
・
落
窪
物

語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚

・
狭
衣
物
語
（
以
上
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
欝
か
げ
ろ
ふ
日
記

索
引
・
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
・
大
鏡
の
研
究
・
栄
花
物
語
本
文
と
索

弓B
日
本
漢
文



文
華
秀
麗
集
・
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
・
日
本
霊
異
記
（
岩
波
日
本
古
典

文
学
大
系
）
、
遍
照
発
揮
性
雲
集
・
江
都
督
納
言
醸
文
集
（
六
地
蔵
寺
本
）
、

本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
本
）
、
本
朝
続
文
集
・
朝
野
群
載
（
群
国
史
大
系
）
、

高
山
寺
本
表
白
集
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
凌
雲
集
・
経
国
集
・

都
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
雑
言
率
和
・
栗
田
左
府
尚
歯
会
詩
・
扶
桑
集
・

本
朝
毘
藻
・
江
更
部
集
・
侍
臣
詩
合
・
殿
上
詩
合
・
本
朝
無
題
詩
・
法
性

関
白
集
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）
、
三
教
指
帰
（
天
理
図
書
鮨
）
、
本

朝
文
集
（
噺
抑
国
史
大
系
）

C
古
記
録

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
杵
記
・
御
堂
閑
自
記
・
左
経
記
・
春
記
・

水
左
記
・
中
右
記
・
帥
記
・
後
二
条
師
通
記
・
永
昌
記
・
長
秋
記
・
玉
葉

・
台
記
・
兵
範
記
・
花
園
天
皇
泉
記
・
伏
見
天
皇
辰
記
（
以
上
、
大
日
本

古
記
録
・
史
料
大
成
）
、
吾
妻
鏡
（
晰
抑
国
史
大
系
）
、
雲
州
往
来
享
慧
研
究

と
索
引
・
本
文
研
究
編
、
和
泉
往
来
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
）
、

高
山
寺
本
古
往
来
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
東
山
往
来
・
菅
丞
相

往
来
・
釈
氏
往
来
・
十
二
月
往
来
・
貴
嶺
問
答
・
尺
素
往
来
・
雑
筆
往
来

・
異
制
庭
訓
往
来
（
以
上
、
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
）
、
将
門
記
（
真

福
寺
本
・
勉
誠
社
文
庫
血
）
、
玉
造
小
町
壮
哀
書
　
（
山
内
潤
三
・
木
村
戌

・
栃
尾
武
編
輯
）
、
日
本
往
生
極
楽
記
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
　
（
岩
波

日
本
思
想
大
系
）
、
浦
島
子
伝
・
富
士
山
記
・
続
浦
島
子
伝
・
新
猿
楽
記
・

伐
佑
記
・
遊
女
記
・
狐
婚
記
・
若
年
記
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
紐
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
春
季
研
究
集
会
に
於

い
て
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、

貴
重
な
御
助
言
を
賜
わ
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
論
を
成
す
に
あ
た
り
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り
終
始
暖
い
御

指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

－
　
本
学
大
学
院
博
士
課
程
在
学
1

彙

　

　

報

平
成
二
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会

と
　
き
　
平
成
二
年
六
月
二
十
四
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
広
島
大
学
法
・
経
済
学
部
一
三
四
号
教
室

A
発
表
題
目
及
び
発
表
者
V

O
『
S
・
カ
ル
マ
氏
の
犯
罪
』
論

－
　
そ
の
意
味
と
位
置
　
－

0
純
文
学
論
争
の
再
検
討

0
漱
石
文
学
に
お
け
る
漢
学
の
意
義

0
日
撰
本
系
『
定
頼
集
』
の
成
立
と
そ
の
背
景

－
　
家
集
の
整
理
時
期
は
寛
仁
三
年
後
半
期
か
1

。
『
延
藍
本
平
家
物
語
』
に
於
け
る
漢
字
表
記
語
の
よ
み
と
意

味
に
つ
い
て
　
1
「
心
地
」
を
中
心
に
1

0
京
都
府
写
謝
郡
伊
枚
町
蒲
入
方
言
の
あ
い
さ
つ
表
現
法

田
中
　
裕
之

九
川
　
　
浩

李
　
　
国
棟

古
瀬
　
雅
義

采
　
　
竹
民

室
山
　
敏
昭
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tosho-seibi-repo
長方形




